
エゴマ・プロジェクト始動

刺身で戴きます。灰汁もなく甘みがあるそうですから

旬(しゅん)の恵みをいただけます。

　釜石から参加(出身は神戸)してくれたTo盤さんは、

太い竹でコップを作ると、お持ちかえりです。T谷さん、待ってます。

平成26年 4月 6日　大槌町にてエゴマ・プロジェクト始動

　午前中は、キラリ商店街入口の花壇清掃・整備も行いました。

人が集まる場所ですから、花で「お・も・て・な・し」

　この日も多くの観光バスが乗り入れてきています。地元の人

だけではなく、来てくれる観光客にも感謝したいという「花文」

さんの熱意に応えて、清掃活動をしてきました。

※いまだに、ガラス片・ヘドロ等がでてきます。

　この時期の竹林には?

ちょっと過酷な作業になってしまいました。

　畑には、美味しい涌き水もあります。

季節限定特典　(運が良ければ)

　そうです。筍が出てくる季節です。地下の竹の子が

春おそしと待ちわびています。見つけたらその場で、

vol.1

作業の合間に記念撮影(右)

畑の持ち主、安部さんご夫妻

と、地元のお仲間、花文さん

S藤さん、N木さんとその他

(左)働くおじさんたち

 やらせっぽいな～?

エゴP作業の1回目　

　この日午後、初めての畑作業は、畑周辺の竹林の伐採。

竹は全て切ってかまわないとのことでしたから、鋸で

切っていましたが、かなり密集しており手間取ります。

　この日は、突然雪が降りだしたりと生憎の空模様で

in 大槌町 小鎚地区
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